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金沢星稜大学生が 「すずなり」にて奥能登活性化を考えます

○国土交通省が全国で進めている「道の駅」と大学との交流・連携の一環として、
金沢星稜大学と道の駅「すずなり」及び金沢河川国道事務所の３者が連携企画型
の実習を昨年度に引き続き実施することになりました。

○この取り組みは、将来の地域活性化の担い手となる人材を育成・確保するとともに、
「道の駅」が地域活性化の拠点を目指して進化を遂げるため、「道の駅」と大学が
お互いのニーズを確認し、付加価値を創出するための企画・立案等を実施するもの
です。

【問い合わせ先】
●実施内容に関する問合せ

・金沢星稜大学経済学部准教授 青木 卓志
TEL:076-253-3924（代表）
・NPO法人能登すずなり（珠洲市観光協会） 統括マネージャー 篠川 杏子
TEL:0768-82-4688（代表）

●制度に関する問合せ
・金沢河川国道事務所 建設専門官 畠中 拡治

金沢市西念4丁目23番5号
TEL:076-264-9912（調査第二課直通）FAX:076-233-9641

記者発表資料

はたなか こうじ

道の駅「すずなり」の住所 ： 〒927-1213 珠洲市野々江町シの部15番地

かなざわ せいりょう

【主な実習内容】
①道の駅「すずなり」「狼煙」にて利用者アンケート調査
②珠洲市観光体験メニューのPR方法提案
③珠洲市（徒歩圏）観光モデルコース開発・マップ作成
④能登スマート・ドライブ・プロジェクト充電SPOT「道の駅」での能登魅力発見調査
⑤能登スマート・ドライブ・プロジェクト充電SPOT 「道の駅」で観光客に観光経路など
アンケート調査

【対象】
金沢星稜大学経済学部 ２年生１８名（４チーム） ３年生１２名（３チーム）

【スケジュール】
８月25日（木）～26日（金）の２日間に現地調査を行います。
・25日(木) 現地調査 12：00～17：00
・26日(金) 現地調査 9：30～11：00
10月下旬 研究成果報告会 開催

【報道関係の皆様へ】
当日取材をされる場合は、25日(木)13:00に道の駅「すずなり」にお集まりください。

※なお、取材時間・場所に関して個別にご要望がある場合は、事前に下記の金沢河川国道事務所
【問い合わせ先】まで、ご連絡をお願いします。

のろし

すずし ののえまち

しのかわ きょうこ

あおき たかし

かなざわしさいねん



道の駅「すずなり」と金沢星稜大学との連携

【調査実習内容】
①道の駅「すずなり」「狼煙」にて利用者アンケート調査

②珠洲市観光体験メニューのPR方法提案

③珠洲市（徒歩圏）観光モデルコース開発・マップ作成

④能登スマート・ドライブ・プロジェクト※2充電SPOT「道の駅」での能登魅力発見調査

⑤能登スマート・ドライブ・プロジェクト充電SPOT 「道の駅」で観光客に観光経路などアンケート調査

道の駅「すずなり」

参考資料①

道の駅「狼煙」

昨年度の道の駅「すずなり」
アンケート調査状況

※1 奥能登国際芸術祭珠洲
2017年9月3日から10月22日までの50日間開催され、珠洲市全域で、約50点の
アート作品が展示されます。
主催：奥能登国際芸術祭実行委員会
※2 能登スマート・ドライブ・プロジェクト
スマートフォンで観光情報を取得しながら、EV/PHV車で能登をドライブし、世界
農業遺産に認定された「能登の里山里海」の魅力を堪能していただくものです。
事務局：石川県商工労働部産業政策課

昨年度の道の駅「狼煙」
アンケート調査状況

「すずなり」と「狼煙」の利用者の特徴をつかみ、道の駅利用者に関する分析を行う。また、2カ所
でのアンケート調査によって、相互比較も併せて行う。

提供されている観光体験を実際に行い、特に若者目線から、どのようなＰＲを行えば継続的な集
客をもたらすことができるか等についての分析を行う。

2017年奥能登国際芸術祭珠洲開催※1に向け、30分から1時間程度の徒歩圏での周辺散策で
の見所の分析を行う。

のと里山空港でPHV車をレンタルし、充電SPOTをまわり、SPOT周辺での魅力発見調査を行う。

充電SPOTで、観光客にアンケート調査を行う。



 




